
″併用岩盤・玉石穿孔機。
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形 式 NV-35 NV-45 NV-55 N∨-65

ビット適 用 範 囲 φ300-370 φ380^-450 φ460^´ 650 φ660´-900

標準単 l● ビット径

“

000 φ345 ψ380 φ450 φ530 φ630

`″

0011330

モルタレセメンドルク ,用 型 併 用 型 ,用 型 ,用 型

全 いぃ) 2085 2085      2385 2550

重 (kg) 760 1 780 1350 1 40012 180 2270
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能力特性比較表
名称

ドリルパイプ型

特
長

エアリフトタイプ

ノバ ルハンマー

スクリュータイプ
●,塵防止が可能でヽ
0モ′ンタ′くセメントミ′レクた人力i可うな す

オーガ
スクリュー型 オーガ

ロータリーショイント
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エアーリフト方式

l■l建調神戸・北越工業l■lとの共同開発。

0'内流凛 5mお 以_L必 要のん コンブレッサーの工iが大にな0ま ヽ
●l17知汗度に比例しエアー量もヽ 人します
O ll l■ t質 転Fi二石

'|は

不向きでヽ

●全体工量が■くな
'ま

す
●ベースマシン|よ 二点式抗ll徴 が必要で,

0三点式ベースマシンで ま不向きです

●スクリューで強制徘J:す るの■ コンプレッサーの風iはガヽですみます

●掘削深度に関係なくエアーヽは是少ですみます

o粘・li砂 王石 転石 岩等t質の排■は スク

'エ

ーで機械的に

スムーズにできまt又 スクリューにIII首 が大なる時はミ′′クこ入■

に補」IHコ ンプレッサーを接続するとりltまスムーズにな0ま す

。・ t喘 ビットからミ′ンク注入ができるの■ 確実な根口めができます

●経済性 ■つ旭工

“

1=優れ 特に立:こ条件が悪■Ffで は央価を変

●しまt

●全体重iが軽くな
'ま

す
。スク,ュー方式,「 用によ,)l圧 ラフタクレーン等での小廻う施工が

11き ま,

●スクリェー式ではエアツフト式より深度II了 rきます

●ilF■ ラフタクレーン クローラブーム式クレーン等のよliで F業+
径が大きくとltまヽ

●適します

スクリュー方式

(特 長 )

0始動停止は遠隔操作で運転で
きま魂

0吐出側主開閉弁か付に いま魂

操作は遠隔¬乍動させま魂

0風量調整か必要な時には 違隔

操作で自在に調整運転ができ

ま魂

(従来型)ダンザホールハンマー

●既存のグンザホー′レハンマー0よミ,レク主人|ま できません.
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、スクリユーによる注人のる 効率が悪くな
'ま
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●流し込みでおこなう場合 地層によっては削子し外にミ′レクが逃tiト ラ

フウンを起こすこと力'ありま|.

●エアツフトで1ま 区難をようしまヽ
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眈 端よリセメントヽルク注入
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